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巻頭言

「見えない」ことと「見ない」こと

福田 善乙（高知短期大学名誉教授）

　2019 年度の総会・シンポジウムのテー
マは「“見えない”格差・困窮・貧困と日
本経済を考える」というものであった。
　「情勢が劇的に進み、『見たいもの』ばか
り見て、『自分とは別のくらし』が見えな
くなっている」として、生協が「見えにく
くなったくらしにも目を向けて、それを真
剣に考える必要があるのではないか」と問
題提起をしている。
　この「見えない」現実を「見える」よう
にして、現場に依拠しながら考えようとす
るものであり、私は大切な視点であると思
う。
　しかし、この「見えない」ないし「見え
にくく」なっている現実を「見える」よう
にすると同時に、あえて「見ない」「見た
くない」という状況が広がっていることに
注目する必要があるのではないか。
　すなわち、グローバル段階での経済的効
率第一主義・成果至上主義と生き残りをか
けた「生存競争」の強制とアベノミクス流
の上意下達方式の一般化の中で、国民は人
と人との間の関係がズタズタに引き裂かれ
て、疲労感のなかで、「絶望」と「不信」
と「あきらめ」が覆い尽くす状態になって
いるように思われる。
　この打開の道を示していくことが求めら
れている。
　すなわち、「絶望」のそばに「希望」が、
「不信」のそばに「信頼」が、「あきらめ」
のそばに「光」が寄り添っていることを、
現実から現場から示していくことが大切に
なっているのではないか。

　そこに、「生協」などの役割が大きくなっ
ているのではないか。
　その場合、「共」・「協」・「響」がキーワー
ドになると思っている。
　それは、ごく当たり前に「生きている」
こと自体が、ともに生きる「共生」、力を
合わせて生きる「協生」、心の琴線に触れ
ながら生きる「響生」であるからである。
　勝つか負けるかの生き残りを強制される
「生存競争」の「競争」も、ともにつくる「共
創」、力を合わせてつくる「協創」、心の琴
線に触れながらつくる「響創」へ転化させ
ていくことが可能だからである。
　「教育」の内容や意義も、ともに育つ「共
育」、力を合わせて育つ「協育」、心の琴線
に触れあいながら育つ「響育」になるから
である。
　それゆえ、現実から現場からの視点で、
「絶望」ではなくて「希望」を、「不信」で
はなくて「信頼」を、「あきらめ」ではな
くて「光」を提示し、それに気づき、その「希
望」「信頼」「光」の芽を育て、大きくして
いく道すじを明らかにすることが大切では
ないか。
　そのなかで、あえて「見ない」「見たく
ない」から、あえて「見よう」「見たくな
る」状況が広がるのではないか。それとと
もに、「見えない」こともはっきりと「見
える」ようになると思う。
　今回のシンポジウムに参加して「見えな
い」ことと「見ない」ことを考えさせられ
たが、これからもシンポジウムの発展に期
待したい。
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